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地学オリンピック 2012年度の活動と今後の計画
The report of the International Earth Science Olympiad (IESO) in 2012 and the schedule
to the 2016 Japan IESO at Mie.
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2012年度の地学オリンピックの活動と 2016年の国際地学オリンピック日本大会までの今後の計画について報告しま
す。
１）今までのあゆみ
第１回　韓国大会　７か国　２４名参加　日本はオブザーバー参加
第２回　フィリピン大会　６か国　２４名参加　銀３、銅１
第３回　台湾大会　　１４か国　５０名参加　銀４
第４回　インドネシア大会　１７か国　６３名参加　金１、銀３
第５回　イタリア大会　２６か国　１０４名参加　金１、銀２、銅１
第６回　アルゼンチン大会　１７か国　６６名参加　金１、銀３
２) 2012年度の活動
�国際大会：第６回　アルゼンチン大会　１７か国　６６名参加
・募集　２０１１年９月１日―１１月３０日
・第４回日本地学オリンピック大会予選（国際大会一次選考）
　２０１１年１２月１８日　９２４名申し込み　７９１名受験（５２会場会場）
・本選（グランプリ地球にわくわく」）（国際大会最終選考）・表彰式　
２０１２年３月２５日から２７日　つくば市　２９名参加
会場　筑波大学、産業技術総合研究所、気象研究所環境研究所、防災科学技術研究所、
環境研究所、エクスポセンター、
　　最優秀賞 4名、優秀賞４名　＝＞　国際大会派遣生徒　４名（高校３年２名、２年２名）
・通信研修　５月―９月
・合宿研修　８月２０日―２２日　箱根（生命の星・地球博物館）
・国際大会　１０月８日－１２日　アルゼンチン（オラバリア）　 1名金メダル、３名銀メダル
・文部科学省　表敬訪問　１０月１５日
�日本大会：（兼　第７回　インド大会　選手選考）
・募集　２０１２年９月１日―１１月１５日
・第５回日本地学オリンピック大会予選（国際大会一次選考）：マークシート（地学基礎準拠）
　２０１２年１２月１６日　１０１１名申し込み　８１２名受験　（５９会場）＝＞６０名選考
・本選（グランプリ地球にわくわく」）（国際大会二次選考）・表彰式　
・２０１３年３月２４日から２６日　約６０名参加　
・会場：筑波大学産業技術総合研究所、気象研究所環境研究所、防災科学技術研究所、環境研究所、
エクスポセンター、国立科学博物館、国土地理院、JAXA
・優秀賞１０名選考
�国際大会　第７回国際地学オリンピック・インド大会
・最終選考　２０１３年５月１１日―１２日　　英語の実力を問う実技・面接試験
　本選　優秀賞１０名　＝＞国際大会派遣生徒　 4名選考
・通信研修（５－８月）
・合宿研修　８月１９日－２２日　　（箱根３泊４日）　
・国際大会　９月１１日―１９日　インド（マイソール）
�　ちきゅうにわくわく小中学生自由研究コンテスト
　募集：２０１２年８月１日から１０月３１日
　目的：次期地学オリンピック参加者の発掘
�　地学オリンピック普及　チラシ・DVD の制作
３）今後の計画
・２０１３年度　インド大会（９月１１日から１９日）：英語力強化
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　　　　　　　　過去問題集の製作、自由研究コンテストの拡充
・２０１４年度　アメリカ大会　募集　２０１３年 9月 2日から１１月１５日
　　　　　　　　地学オリンピック完全ガイドの製作、ジュニアセミナーの開始
・２０１５年度　ロシア大会
　　　　　　　　日本大会特別後方
・２０１６年度　日本大会開催（三重県）　４０か国参加見込み
４）日本大会
　・２０１３年　４月　組織委員会の設置
・２０１３年１０月から２０１５年 3月　募金活動
・２０１６年　８月　日本大会（三重県：筆記試験会場は三重大学）　
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